
 

議題２ 内灘町スーパーシティ構想連携事業者会議の開催報告について 

 

１．内灘町スーパーシティ構想連携事業者会議の開催について 

昨年度選定しました内灘町スーパーシティ構想連携事業者の皆様と、次のとおり会議

を開催しました。 

 

 

 

１．会 議 名  令和４年度第１回内灘町スーパーシティ構想連携事業者会議 

 

２．開催日時  令和４年７月２２日（金）午前１０時～１１時 

 

３．参 加 者  アーキテクト  ・国立大学法人 北陸先端科学技術大学院大学 

理事・副学長 永井 由佳里 氏 
 
        代表連携事業者 ・(株)エヌ・ティ・ティ・データ北陸 
 

連携事業者   ・アイパブリッシング(株) 

・ＮＥＣネッツエスアイ(株) 北陸支店 

・(株)北日本ジオグラフィ 

・ダイワ通信(株) 
 
        事務局     ・内灘町都市整備部企画課 

                 ・内灘町ＣＩＯ補佐官兼ＤＸ推進アドバイザー 

                  金平 勲 氏 

 

４．議  事  ①アーキテクト及び連携事業者の紹介について 

②構想コンセプト・取り組み基本方針について 

③取り組み体制について 

④取り組みの進め方、取り組みスケジュールについて 

        ⑤意見交換 

 

 

会議では、内灘町スーパーシティ構想の国への応募に向けた具体的な取り組み内容の

検討や、各種交付金の活用に向けた協議を行っていくことを確認しました。 

なお、取り組み体制及び役割については資料２－２のとおりです。 

  

 また、国の動向や、連携事業者会議での合意を踏まえ、内灘町スーパーシティ構想の取

り組みを右のとおり進めていくこととします。 

２．国の動向について 

令和２年１２月に開始された第１回目の「スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定

に関する公募」については、令和３年度中に応募自治体からの再提案や、専門調査会にお

ける審議が重ねられ、予定より１年程度遅れ、令和４年４月に次の区域がそれぞれ指定さ

れました。 

 

「スーパーシティ型国家戦略特区」 

…茨城県つくば市、大阪府・大阪市 

 

「デジタル田園健康特区」 

…岡山県吉備中央町、長野県茅野市、石川県加賀市 

 

なお、当初令和３年秋以降に実施することが予定されていた「第２回公募」については、

公募の詳細や開始時期等が未定の状況です。 

また一方で、国はスーパーシティ構想の取り組みとは別に、「デジタル田園都市国家構

想推進交付金」といった新たな補助制度を設け、全国的に地域のデジタル化を推進させよ

うともしております。 

 

３．新たな取り組みの進め方について 

新設されたデジタル田園都市国家構想推進交付金事業による取り組みを「内灘町スー

パーシティ構想」の取り組みに追加し、先行実施していくことで、「内灘町スーパーシテ

ィ構想」の実現に向けた着実なステップを踏むこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他  

町では、今年度、デジタル施策に関する住民ニーズや地域課題の把握に向け、町民アン

ケート調査の実施を予定しています。 

資料２－１ 

「スーパーシティ型国家戦略特別区域指定」公募に向けた取り組み検討（提案準備） 

先行事業の検討、具体化 

データ連携基盤＋先行サービスの検討 

・規制緩和を要さない事業・サービス 

・各種交付金・補助事業を活用した取り組み検討 

・各種公募・交付金事業等
※
への応募・採択結果

によっては先行実施 

先行事業の実施（未来社会の先行実現） 

データ連携基盤＋先行サービスの実装 

・「内灘町スーパーシティ構想」の実現に向けた

一部事業・サービスの導入・実施 

分野間連携の充実検討 

・事業・サービスの追加検討 

令和４年度               令和５年度               


